
「殺された証人が立ち上がる」        2019 年 09 月 02 日 

ヨハネの黙示録 11 章 9 節～14 節 さまざまの民族、種族、言葉の違う民、国民に属 

する人々は、三日半の間、彼らの死体を眺め、それを墓に葬ることは許さないであろう。 

地上の人々は、彼らのことで大いに喜び、贈り物をやり取りするであろう。この二人の預

言者は、地上の人々を苦しめたからである。三日半たって、命の息が神から出て、この二

人に入った。彼らが立ち上がると、これを見た人々は大いに恐れた。二人は、天から大き

な声があって、「ここに上って来い」と言うのを聞いた。そして雲に乗って天に上った。

彼らの敵もそれを見た。そのとき、大地震が起こり、都の十分の一が倒れ、この地震のた

めに七千人が死に、残った人々は恐れを抱いて天の神の栄光をたたえた。第二の災いが過

ぎ去った。見よ、第三の災いが速やかにやって来る。 

 

神は二人の証人（預言者と教会）を遣わし、証しさせるが、底なしの淵から上って 

来た獣（ローマ帝国）によって殉教させられた。神を恐れない人々は、それに歓喜の声を

上げた。人の死体は神に逆らい滅ぼされたソドムやエジプトのような大きな都の大通りに

無残に放置された。二人の証人が「主」と信じたイエスもエルサレムで十字架につけられ

て殺された。 

 民族、言葉の違う様々な国民たちは、三日半の間、二人の死体を眺め、墓に葬ることを

しなかった。彼らは、二人の証人の死を、贈り物をやり取りして喜び合った。二人の証人

は、神を否定する地上の人々を苦しめたからである。神の真実の言葉は、良心に咎めを覚

えさせ、苦しめるのである。 

 ところが、三日半経って、命の息が神から出て、二人は立ち上がった。復活したのであ

る。創世記 2 章 4 節「主なる神は、土（アダマ）の塵で人（アダム）を形づくり、その鼻

に命の息を吹き入れられた。人はこうして生きる者となった」と書かれている。命の息で

ある霊（プニューマ）を受けて、人は生きる者となるのである。エゼキエル書 37 章 10 節

には、「わたしは命じられたように預言した。すると、霊が彼らの中に入り、彼らは生き

返って自分の足で立った。彼らは非常に大きな集団となった」とある。二人の証人も、命

の息・霊を受け、立ち上がった。「復活する」という言葉は、聖書では「立ち上がる」と

表現されている。獣によって殺された二人の証人は復活したのである。二人の復活を見た

人々は戦慄した。 

殉教した二人の証人は、天からの「ここに上って来い」と言う大きな声を聞いた。「そ

して雲に乗って天に上った。」エリヤの昇天は、「見よ、火の戦車が火の馬に引かれて現

れ、二人の間を分けた。エリヤは嵐の中を天に上って行った（列王記下 2：11）」と描かれ

ている。主イエスの昇天は、「イエスは彼らが見ているうちに天に上げられたが、雲に覆

われて彼らの目から見えなくなった（使徒言行録 2：9）」と書かれている。敵対する者た

ちが戦慄しながら、復活と雲に乗って昇天した二人を見た後、神顕現の際の付随現象であ

る大地震が起こった。エルサレムの十分の一が崩壊し、七千人が死んだ。第二の災いはこ

の大地震による死であった。生き残った人々は、恐れを抱いて神の栄光を称えた。しかし、

第三の災いが来ると預言している。ヨハネは、第六の天使がラッパを吹いた後、神に従う

者たちへの終末的な救済を告げ、キリスト者たちの救いが近いことを告知する慰めと励ま

しの言葉を語っている。 


